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第3講 小売商業の構造
小売り店舗はどれだけ必要か

（教科書 第二章）
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１．商業の構造としての小売店舗数
（流通に広さと長さ）

• 流通の「広さ」

– ある商品の流通について、どれだけ幅広く小売り
店舗に扱われているか？

• 流通の「長さ」

– 流通の段階数として測られる商品流通の構造的
な特徴

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで商業者がなぜそんざいするのか？　について考えてきた。　効率的な商品流通のために
		↓
今度は、一体どれだけの商業者が必要になるかを考える。





１．商業の構造としての小売店舗数
（店舗数で表わされる商業の特徴）

• 商品の種類によって店舗数が異なる。商品のタイプによっ
て、ある決まったパターンが想定される。

食料品 登山用品 衣料品

＊店舗数は店舗密度で表わされる

店舗密度・・・ある地域における（人口や面積当たりの
店舗数）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食料品は徒歩で買いに行ける距離にある。　（沖縄では必ずしもそうでないかもしれない）

登山用品は自動車を利用しなければ買いに行けない

衣料品の専門店などは都会の中心地に多く集まり地方や郊外に少ない



２ 小売店舗数と流通費用
小売店舗数はどのように決まるか？

• 小売店舗数は・・・消費者流通費用と
生産者流通サービス費用、
及び商業者流通サービス費用との関係に
よって決まる。

• これらを合計した商品の流通費用がもっとも
低くなるように小売店舗数が決まる。



２ 小売店舗数と流通費用
小売店舗数はどのように決まるか？

• 小売店舗数が多くなればなるほど、生産者と商業者によ
る流通サービス費用は増加する。それは、なぜ？

1. 小売り店舗ごとに商品を仕分ける作業が複雑になる。
（注文処理や商品仕分け）

Consumers would 
wonder “Just one 
store in the 
neighborhood?”

生産者

生産者

小売

小売

小売

小売

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小売店舗数が多くなるほど、生産者と商業者による流通サービス費用は増加する。

なぜ？



２ 小売店舗数と流通費用
小売店舗数はどのように決まるか？

BUT 消費者にとっては、節約されるも
のもある。

大規模な店舗の方が品揃えの広
さや深さが大きくなるため、これら
のまとめ買いや探索の費用は節
約されるから。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめ買い・・・一度で買い物を済ませられる。

探索・・・専門店や量販店で商品を比較できる。



２ 小売店舗数と流通費用
小売店舗数はどのように決まるか？

• では、消費者はどこで商品を買うのだろう？

• 店頭価格と消費者費用の合計が最も低くなる
ような店舗



２ 小売店舗数と流通費用

再適な店舗数

店舗数

費
用

D 流通サービス費用

C 消費者費用

T 全体の流通費用

X

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように最も流通費用が低くなるように店舗数が決まる.

しかし、商品や地域の条件によって

費用曲線や最適な店舗数も変わる.



３．最寄品・買回品・専門品
商品によって異なる消費者行動

最寄品 買回品 専門品

特徴 消費者が購買や探
索について、できる
だけ少ない努力で
手に入れようとする
商品種類

消費者が購買や探索の
努力を惜しまず、特に商
品の価格、品質、デザイ
ンなどを慎重に比較す
るような商品

消費者がすでにブランド選好
をもち店頭でのブランド間の
比較や検討をしなかったり、
商品の需要と供給が極めて
限られるために商品の比較を
するまでもない商品種類

消費者
の視点

•選択ミスの可能性
は低い

•リスクも小さい（安
価）

•食品ほど購買費用が
多くない

•探索の負担（費用）を
あまり意識しない

商品 食料品・日用雑貨
品・医薬品

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
商品類型



３．最寄品・買回品・専門品
商品によって異なる消費者行動

購買努力

少ない 多い
（惜しまない）

探索努力 少ない 最寄品 専門品

多い
（惜しまない） －

買回品
•店頭での
の比較

•店舗間で
探索

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
商品類型



１．商業の構造としての小売店舗数
（店舗数で表わされる商業の特徴）

• 国や地域による店舗数や店舗密度の違い。

– 日本ではアメリカと比較すると、中小規模の小売
店舗が数多く存在し。店舗密度が高い。

– 1,407,000

– 1,118,000



１．商業の構造としての小売店舗数
（店舗数で表わされる商業の特徴）
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